
令和７年９月22日

令和７年９月20日（土）午後４時30分頃、羽生市内の貴金属等

買取専門店において、客を装い入店した犯人が従業員に対して刃物

を突き付け「殺されたくなかったら金を出せ」などと脅迫し、現金等

を強取した上、従業員を緊縛する強盗事件が発生しました。

発生状況

① 客を装い入店（単独）

② 紙袋から包丁様の刃物を取り出す

③ 従業員に「殺されたくなかったら金を出せ」などと脅迫

④ 従業員が金庫から出した現金（５万6,000円）を強取

⑤ 従業員の腕や足を粘着テープで緊縛し逃走（９月22日逮捕）

犯行状況

貴金属等買取専門店や質屋は、高額商品を取り扱っているなどの理由
から、犯人から侵入窃盗や強盗の対象として狙われる可能性があります
また、犯人は効率的に犯罪が行えるよう、事前に店舗の下見をしている
ケースが多いようです。よって、下見の段階で犯人に対し、対策している
ことをアピールし、「犯行がやりにくい店」と思わせることが重要です。
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防犯カメラや機械警備等の防犯設備を導入すると共に、
対策していることが一目でわかるよう、出入口等の目立つ
場所に明示する。

犯人に隙を与えないよう、可能な限り単独での勤務は避け、
複数人による勤務体制とする。

犯人が客等を装い下見している可能性を考慮し、来店者に
対する積極的な声掛け等を実施し、常に牽制（けんせい）して
いる姿勢を示す。

け ん せ い

※犯行時従業員は単独勤務

。


